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FPD-8010J体験版簡単操作説明書

この度は圧力画像解析システムFPD-8010Jの体験版をダウンロードいただき
誠にありがとうございました。

基本的な計測機能を説明いたしますので、お客様の目的にあった計測が可能か
ご評価をお願いいたします。

■この体験版でできること
・予め登録している加圧サンプルを使って圧力計測機能を確認でます。
・計測は製品版ソフトと同じ機能を確認いただけます。

■体験登録済みサンプル／プレスケ-ル品種
①ガスケット ／ MS 中圧用
②靴底 ／ 3LW 極超低圧用
③金型 ／ LW 低圧用
④タイヤ ／ 3LW 極超低圧用
⑤モバイルPC ／ 5LW 超微圧用

はじめに

■体験版でできないこと
・スキャナを繋いでプレスケールを新規にスキャンすることはできません。
・登録されているプレスケール以外の計測はできません。
・長尺合成機能は確認できません。

登録パターンではなく、ご自身のプレスケールで確認したい場合は、
体験版で計測できる画像ファイルにスキャニングするサービスもございます。

プレスケール／プレシートスキャニングサービス
http://fujifilm.jp/business/material/prescale/scanningservice/index.html

■推奨動作環境
OS ： Windows7/8/8.1/10 32bit/64bit 日本語版
CPUクロック ： 2GHz以上
メインメモリ ： 2GB以上
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計測手順

このハンドブックでは、標準的な検計機能を各ステップで、簡単に説明します。

合わせてヘルプメニューから取り扱い説明書も参照できますので、必要に応じてご確認ください。

システムの機能で
計測する

計測手順

・ノイズを除去する。
・エリアを指定して圧力値を計測る。
・目的にあった表示で確認する。
・計測結果を保存する。

計測するファイルを開く
・ファイルを開く

目的に有ったサンプル画像で機能をご確ください。

計測結果を出力する

・計測結果を保存する。

・計測した結果を汎用データで出力する。
（他のアプリケーションで詳細に分析する）
・計測した結果を保存する。
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ファイルを開く

体験版には予め5パターンの計測サンプルを用意しています。
目的に有ったサンプル画像でご確ください。

体験版を起動する。

体験版を起動し「ファイル」→「開く」で、ファイルの一覧を
表示します。

目的のサンプルを選んで開いてください。

★スキャニングサービスで体験版用にコンバートした

計測するファイルを開く

★スキャニングサービスで体験版用にコンバートした
ファイルをお持ちの場合は、その保存先からファイルを
開いてください。
【注意】
CD－Rで納品されていると思いますが、必ずハードディ
スクなどの書き込み可能な媒体に保存してから開いて
ください.。
CD-Rから開いたファイルには計測結果を保存できません。
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ノイズを除去する

加圧時やスキャン時に発生したノイズは計測時の精度に影響するため除去します。

指定値未満を消去

円形の消しゴム
読み込み

OK
円形枠外消しゴム

取り消し

指定値以上を消去

四角い消しゴム

四角枠外消しゴム

・ 「四角い消しゴム」

・ 「四角枠外消しゴム」

・ 「円形の消しゴム」

・ 「円形枠外消しゴム」

・ 「指定値以上を消去」

・ 「指定値未満を消去」

： 四角形の消しゴムで不要な部分を消去します。

： 四角形の外側をすべて消去します。

： 円形の消しゴムで不要な部分を消去します。

： 円形の外側をすべて消去します。

： 「指定値」以上の圧力部分を消去します。

： 「指定値」未満の圧力部分を消去します。

不要な発色ノイズを消去することで、計測結果の精度が向上します。

・ 「指定値未満を消去」

・ 「読み込み（LOAD）」

・ 「取り消し（UNDO）」

・ 「OK」

・ 「指定値」

： 「指定値」未満の圧力部分を消去します。

： 消去した全ての部分を元に戻します。「OK」後は不可です。

： 直前の消去操作を取り消します。「OK」後は不可です。

： 消去を確定します。

： 「指定値以上を消去」、「指定値未満を消去」を選択する前に、

数字キーボードを開いてしきい値を設定します。

ノイズを消して「閉じる」と結果を保存します。
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エリアを指定して圧力値を計測する

計測エリアを指定して圧力値を計測する。

この例は金型接触面の四隅の加圧状態を計測したものです。

圧力有効率（％） ：プレスケールの圧力検出範囲に入っている割合であり、圧力バーの赤・黄色・緑色で

測定画面の表示項目

計測エリアの指定方法

左から、自由曲線、矩形、円形、点 の計測機能です。

測定画面の表示項目
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圧力有効率（％） ：プレスケールの圧力検出範囲に入っている割合であり、圧力バーの赤・黄色・緑色で

再現された合計面積における赤部分（検出範囲内）の割合です。

（黄色は上限を超えた部分、緑は下限未満の部分です）

加圧面積（mm2） ：黄色・緑を含む発色した面積です。

平均圧力（MPa） ：黄色・緑を含めた発色した領域の平均圧力です。

最大圧力（MPa） ：黄色部分を含む発色した領域の最大圧力です。

荷重（N） ：発色した領域の荷重値で、加圧面積と平均圧力の積を意味します。

測定面積（mm2） ：測定のため領域指定された面積です。

「全体」 ：表示している画像全体の計測結果です。

「部分」 ：指定した特定部分の計測結果です。

部分測定Noを選択すると選択された測定結果のみが黒で、それ以外の測定結果はグレーで表示されます。

部分測定上でマウス右クリックにより表示されるメニューより「指定領域表示」をクリックすることで部分測定No

を選択することもできます。
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目的にあった表示で確認する

①基本分布図 ［シンプル］
②基本分布図［詳細］
③圧力断面図
④圧力分割図

矩形または円弧で囲まれた領域やピンポイント（点）の
圧力値などを計測する画面です。
［計測可能な値］
・圧力有効率 計測エリアの中で圧力有効範囲内の割合
・加圧面積 計測エリアの中で加圧されている面積
・平均圧力 計測エリア内の平均圧力
・最大圧力 計測エリア内の平均圧力
・荷重 加圧面積×平均圧力
・測定面積 計測エリアの面積

基本分布図 ［シンプル］

基本分布図［詳細］

基本分布図［シンプル］で計測したエリア毎の計測値を表
示したまま、X軸方向、Y軸方向で積算した荷重を合わせ
て表示する画面です。

①②③④

画面の表示形式を変えると圧力分布が分かり易くなります。

圧力断面図

圧力分割図

指定した点を中心に、X軸、Y軸上の圧力値をグラフ化して
表示する画面です。
中心点（グラフ化）は複数指定可能です。

指定した点を中心に、上下、左右で圧力値の統計情報を
表示する画面です。
中心点は１箇所だけ指定可能です。
［表示内容］
・加圧面積 計測エリアの中で加圧されている面積と分割比。
・平均圧力 計測エリア内の平均圧力
・最大圧力 計測エリア内の平均圧力

6



FPD-8010J体験版簡単操作説明書

【基本圧力バー】

【カスタム圧力バー】

画面左のカラーバーを 切り替えることができます。
基本圧力バー ： プレスケール品種の圧力域に合わせたグラデーションで表示します。
スタム圧力バー ： 低圧力、適正圧力、高圧力の3種に圧力帯を分け表示できます。

工程管理の判定を平準化できます。

[ 基本]

プレスケール品種の圧力範囲で上下
限値と正常値を色分けし、正常値はグ
ラデーション表示で詳細な圧力値を観

察可能。（R&D、生技向き）
［色別］
プレスケール品種毎の圧力帯毎に、右
のパレットより任意の色を割り当てて観

察が可能。（工程管理向き）

プレスケール品種の圧力範囲内で上下限閾

値を設定可能。

目的にあった表示で確認する

値を設定可能。
正常範囲の赤色をグラデーションを付けない
ため、正常値、異常値を簡単に判別が可能。
圧力有効率の計算もこの閾値で計算するた
め、数値で判断可能になる。
オペレータ判断の工程管理向け。

ⅰ）圧力範囲を設定したい計測対象を開きます。

ⅱ）「設定」→「ｶｽﾀﾑ圧力ﾊﾞｰ設定」を選びます。

カスタム圧力バー設定方法
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ⅲ）「ｶｽﾀﾑ圧力ﾊﾞｰ設定」圧力範囲を指定して、名前を付けて保存します。

ⅰ）低圧域と高圧域を設定するため、上限値と下限値を入力する
ⅱ）「設定」をクリックして範囲を切り替える
ⅲ）カスタムバーの名前を入力する
ⅳ）「保存」をクリックする
ⅴ）「Ok」で画面を閉じる

カスタム圧力バーの登録が完了しました。

ⅳ）「設定」→「圧力ｶﾗｰﾊﾞｰ選択」→「ｶｽﾀﾑ圧力ﾊﾞｰ」を選びます。

目的にあった表示で確認する

ⅴ）正常な圧力値の表示色が赤のグラデーションから、注目する圧力範囲だけを
赤一色で表示します。
合わせて圧力有効率の表示が変わります。
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計測結果を出力する

■計測した結果をテキストファイルに出力できます。
このテキストファイルをEXCELで読み込むことが可能です。

EXCELではタブ区切りで読み込みます。
グラフ化は「等高線」をお勧めします。

3Dグラフ化した場合は
「上下反転」表示になります。

■計測した結果ファイルに上書き保存する。
計測した結果は、上書き保存、名前を付けて保存できます。

【注意事項】
スキャニングサービスで作成したfpdファイルも計測結果を保存可能ですが、
保存先がハードディスクなど書き込み可能な媒体であることを確認してください。
スキャニングサービス納品物の
CD-Rには保存することができません。
ハードディスクなどにコピーしてから、
計測、保存してください。
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